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学校で、家庭で、地域で、生き抜く力を育てる防災教育

横浜市立北綱島小学校

ª 出火件数分布図（冬18時）：南関東地震
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出火件数分布図（冬18時）：南関東地震

「神奈川県地震被害想定調査」から

←北綱島小学区



近い将来

未来（の災害）との闘い方を教える防災教育＝

蒲田文雄氏 画

学校における
防災教育の守備範囲は？

２：８
児童が学校
にいる時間

児童帰宅後
の時間

校長の管理責任

行政と地域防災の
責任

保護者の管理責任

学校の防災教育の責任範囲

学校外での生き抜き方を教えなければ防災教育をしたことにならない



三すくみ

地域防災拠
点

保護者 学校

訓練に参加するのは高齢者中心

これ以上負担増は…不安だが、土日は休み

子どもを守る！

学校からの働きかけは、地域防災における三すくみを解消できる

北綱防災
学校・地域・保護者連携のよい循環

地域

保護者 学校

地域の防災対応力向上

子どもを守る！

家庭と連携した防災教育

災害対応力の
ある地域住民が
育つ

学校周辺の
二次災害リスク低減

学校自体の災害対応力向上
家庭・地域との連携

家庭の対応力向上



北綱島小防災教育三原則

１ 学校にいる時間帯に起きた地震には、訓練を活かして

生き抜く

２ 家庭で災害にあった場合には、
家庭防災マニュアルに基づいて家族みんなで生き抜く

３ 隣近所で助け合い、火事を防ぐ

北綱島小 防災教育三原則ー１

学校にいる時間帯に起きた地震には、訓練を活かして生き抜く

• 学校をめぐる最悪の事態のリスク想定

• 実戦的な職員組織と対応マニュアル

• 第二次避難、宿泊まで見通した訓練
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１５分後の未来は？
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在校時間帯の震災と闘う

16

児童を守り抜くために
初期対応三体制

１ 第二次避難路確保
２ 火災監視
３ 近隣初期消火
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第二次避難ルート
広域避難場所

北綱島小 防災教育三原則ー２
家庭で災害にあった場合には、
家庭防災マニュアルに基づいて家族みんなで生き抜く

• 「学校家庭防災マニュアル」

• 「家庭防災会議」と「家庭防災マニュアル」

• 「防災授業参観」

• 「保護者防災教室」 「防災懇談会」

家庭の防災対応力向 → 地域の防災対応力向上



地域防災への学校・PTAの参画

防災教育推進委員会の創設
・PTA会長が委員長

・学校・保護者代表・地域・専門家で構成
・保護者（PTA役員・各委員長参加）

・学校家庭防災マニュアルの策定
・学校・家庭・地域連携の共通理解

地域防災拠点運営委員会に
正式に学校とPTAが参画

地域・学校・保護者連動した地
域防災拠点訓練の実現

学校の防災教育推進委員会

学校

地域 保護者

地域防災拠点運営委員会

保護者

PTA会長＝委員長
地域

保護者の防災意識・対応力向上

• 保護者防災教室 保護者防災教室
（理論編・実践編）

地区班防災懇談会



保護者が率先して防災に取り組む

• 家庭防災会議と家庭防災マニュアル
• 学校の総合防災訓練に参加
• 地域防災拠点訓練に参加
• 隣近所の初期対応訓練

学校の防災訓練・近隣初期消火訓練 地域防災拠点訓練の朝８時 隣近所の初期対応訓練

PTAが「学校・家庭防災マニュアル」発表

北綱島小 防災教育三原則ー３

隣近所で助け合い、火事を防ぐ

• 地域防災拠点運営委員会への学校と
ＰＴＡの参画

• 地域防災訓練と連動して、全児童が参
加し保護者も３００人以上参加

• 行動目標の共有
地震発生後、「ゴミステーション」
に集まりましょう
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北綱島小学校防災教育 ２０１２
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学校・地域・保護者連携のよい循環

地域

保護者 学校

地域の防災対応力向上

子どもを守る！

家庭と連携した防災教育

災害対応力の
ある地域住民が
育つ

学校周辺の
二次災害リスク低減

学校自体の災害対応力向上
家庭・地域との連携

家庭の対応力向上

未来（の災害）との闘い方



北綱島小防災教育三原則

１ 学校にいる時間帯に起きた地震には、訓練を活かして

生き抜く

２ 家庭で災害にあった場合には、
家庭防災マニュアルに基づいて家族みんなで生き抜く

３ 隣近所で助け合い、火事を防ぐ

横浜の未来をひらく北綱防災

学校で、家庭で、地域で、生き抜く力を育てる防災教育


